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大
綱
質
疑

大
綱
質
疑

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

議
案
審
議

議
案
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

閉
会
中
の
審
議

閉
会
中
の
審
議

多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た

多
岐
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

構
成
は
臨
時
号
に
載
っ
て
い
ま
す

全
37
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

全
37
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

　国民健康保険法地方税法の一

部を改正する法律等の改正に伴

い、国民健康保険税条例におけ

る後期高齢者医療制度に関連す

る条文の整備、医療費の増大に

よる歳入不足にかかわる税率の

改正を行うものです。

問
　
後
期
高
齢
者
の
人
も
実
質

値
上
げ
に
な
る
と
思
う
が
。

答
　
国
民
健
康
保
険
の
中
に
後

期
高
齢
者
は
入
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
値
上
げ
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
　
所
得
割
は
、
昨
年
値
上
げ

し
た
の
で
は
な
い
か
。
国
保
税

を
上
げ
た
で
し
ょ
う
。

答
　
国
民
健
康
保
険
税
の
一
般

財
源
の
繰
り
出
し
が
非
常
に
大

き
く
、
基
金
取
り
崩
し
等
を
踏

ま
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
応

分
の
負
担
を
い
た
だ
き
た
く
今

回
提
案
を
す
る
わ
け
で
す
。

問
　
県
内
市
部
平
均
と
県
内
郡

部
平
均
と
比
較
す
る
と
、
改
正

後
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
応

益
割
合
が
減
る
と
い
う
こ
と
の

意
味
を
説
明
願
い
た
い
。

答
　
十
八
年
の
市
の
部
分
の
調

定
額
は
一
人
当
た
り
八
万
三
五

一
四
円
で
す
。
応
益
が
減
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
均
等
割
と

世
帯
割
が
下
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

問
　
基
金
の
取
り
崩
し
に
賛
成

で
き
な
い
。
一
般
財
源
で
賄
わ

れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
　
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

よ
く
精
査
し
た
中
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
医
療
費
は
来
年
も
再
来
年

も
値
上
げ
す
る
の
か
。

答
　
医
療
費
に
下
が
る
要
因
は

な
く
、
必
然
的
に
上
が
っ
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
予
算

　
・
一
般
会
計
予
算

　
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
・
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

　
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

　
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　
・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
・
水
道
事
業
会
計
予
算

桜
川
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等
負

担
金
徴
収
条
例

桜
川
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

桜
川
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及
び
桜
川
市

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

桜
川
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

桜
川
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

桜
川
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

桜
川
市
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

桜
川
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

桜
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

桜
川
市
桜
井
農
村
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

桜
川
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

桜
川
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

桜
川
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
補
正
予
算

　
・
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

　
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
号
︶

　
・
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算︵

第
２
号
︶

　
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶

　
・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
号
︶

　
・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算︵

第
３
号
︶

　
・
野
外
趣
味
活
動
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
号
︶

　
・
岩
瀬
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

　
・
真
壁
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

　
・
大
和
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

桜
川
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

印があるものは内容を掲載しています

慎
重
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
と
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問
　
今
回
の
罰
則
規
定
は
か
な

り
厳
し
い
も
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
。

答
　
こ
の
罰
則
規
定
は
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る

も
の
で
、
桜
川
市
だ
け
が
罰
則

規
定
を
設
け
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問
　
連
帯
納
付
義
務
者
と
は
ど

う
い
う
人
が
想
定
さ
れ
る
の

か
。

答
　
法
律
第
一
〇
八
条
の
規
定

で
は
、
普
通
徴
収
に
よ
る
保
険

　平成20年４月から始まった後期高齢者医療制度は、高

齢者の医療の確保に関する法律及び政令等で規定されてい

るものと、茨城県後期高齢者医療広域連合の条例に規定さ

れているものがあります。今回は、桜川市が行う後期高齢

者の事務に関すること、保険料に関すること、その他必要

な事項を定めるため、新たに条例を制定するものです。

料
は
被
保
険
者
本
人
が
納
付
義

務
を
負
う
ほ
か
、
被
保
険
者
が

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
と
配
偶

者
の
方
に
つ
い
て
も
連
帯
し
て

納
付
義
務
を
負
う
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
被
保
険
者
本

人
が
世
帯
主
で
な
い
場
合
は
、

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
配
偶
者

が
連
帯
納
付
義
務
を
負
い
、
世

帯
主
で
あ
る
場
合
は
そ
の
方
の

配
偶
者
以
外
の
方
は
、
納
付
義

務
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

主
な
質
疑

桜川市だけ後期高齢者医療制度に

加入しないとするなら、どのようにすればよろ

しいのでしょうか。やはり、他の市町村と同じ

ように後期高齢者の制度に加入していくことが

桜川市の方向づけになるのではないでしょうか。

年金問題や医療事務の今後の変更の可能性につ

いては否定しませんが、今、条例を定めていく

ことが体制のもとでは大事であり、賛成です。

今回の条例改正は、実質的には国

保税の値上げと理解している。国保税の今回の

値上げは、後期高齢者支援費ということである

が、上げていない市町村もあり、反対です。

診療費の増加が急激な伸びを見

せ、支出が増大しました。そのため基金を取り

崩して使わざるを得ません。そこまで国民健康

保険の運営状況は厳しいというのが現実であ

り、値上げせざるを得ない状況になったものな

ので賛成です。

後期高齢者医療に関する条例につ

いては、75歳になったら国保会計から切り離さ

れて入れさせられたり、前期高齢者・後期高齢

者と呼び方で差別されたり、さらに国保条例の

改正も絡んできますので、この条例に賛成でき

ません。75歳前後以降の人には、国民年金を払

いたくても生活が大変で払えない人がたくさん

おり、そういう点で条例には反対です。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト

︹
桜
川
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
︺

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト

︹
桜
川
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
︺

国
保
税
が
値
上
げ
さ
れ
ま
す

︹
桜
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
︺

国
保
税
が
値
上
げ
さ
れ
ま
す

︹
桜
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
︺


